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開催時間　年前10時～午後5時30分（展示室への入室は牛後引詩まで）

休館日　9月7日（月）、i4日（月）、24日（木）、28日（月）、10月5日（月）

観覧料　一般I，000円（800円）、70歳以上500円（400円）、

大学生以下無料
※（〉肉は前売及び20名以上の団体料金

※ロダン館・収蔵品展も併せてご覧いただけまれ

※身体障巷薫手帳、療育季暖、摘神障害者保健福祉手暖の

交付を要はでいる方と付添善I名は無料。

主　催　静岡蕪泣美術館、山梨県立博物館、　　　　　　予

増童幽一信仰と芸術rrJ展実行委員会、

静岡殻迷、日本経済新聞社
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念美術館（重要文化財）9／29－iO／i2
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日（火・祝）、23日（水・祝）、27日（日）、 

日（月・祝） 

も午後2時・、／3時～ 

ランティアが対話形式で作品をご紹介します。 
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斎脂敬三十六景）より〈凱風快晴〉山梨県立博物館9 ���／25－IO／I2 
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特別璃満会

博士山の参詣攫藻露を絵能く」
9月26日（土）午後2時～3時30分　当館講堂にて

講師：大高康正氏（静岡県世界遺産センター整備課准教授）
※申込不要、無料、先着250名

唱士の国から－酷の葵と時間のパラドクス」
9月13日（日）午後2時～3時30分　当館講堂にて

話柄：恩田佑市子氏（俳人）
※申込不要、鰊料、先君250名

態鑑識離籍
前売り籍は
9月4削金）まで販売

連続萎縮闊座
いずれも午後鳴30分－2時30分　当館請座室にて

講師：泉万里（当館学芸部長）
89月6日（日）

梅の花びらで作った題土山から箆我兄弟の恕士鵬で」

09月20日（日）
「蟻文化財《薗土鍋鐘禁謳図》（軸山本冨浅間大社厳）の翻力」

89月21日（月・祝）

城詰士三傑松原図屠風狛当鰯・ほころもフ尋［刷誌鵬の魅力」

※申込不要、痛料、先着40名

［前売・瑚チケットぴあ、サーク′帖サンクス、セブンイレブン（Pトド共通766－94－）、叫ンチケット、ミニストップ（Lコード共通43992）、静岡県立美術館

臨券のみ］大和文庫、戸田翫（静岡本店・漸台店）、江醒（パルシェ店）、谷島屋（呉脚本店、マークイズ静岡店）、鴻店（竜商店）、大丸松坂屋友の会、

静岡県庁本館i階売店、静岡古美術綻三。一ノア信，つ、、，＿「，γ二、．二、一一＿∴…＿＿＿＿＿，▲－
‾‾′、　′‾　‾‾ヽ′重＝冒こ　ヽフ‾くI非人l‾」′章〇、l［コヽ　、く　－、i

静岡県庁本酎階売店、静岡市美術館ミュージアムショップクランシップJR草薙醐一部店舗

騒題藍藻認麗誤認
「ふじの〈に芸術祭20i5」　的月20日（火）～日月3日（火・祝）

「写真家の眼／版画家の眼」－i月8日（日）－ほ月9日（水）

ll的軍部薯、 ���チター選り 

」1一∴ ���刊胸上土i．C、 �回避l官熊 ��� 

緬 �同的巨一滴 � ��� � �JR嫌姉道本級 
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珊瑚 �空所油来場 

紛節 i．C， �8＿ �SBS通り �l ��111′ ���④ くり 美術館 � �睦言 
操る窟電通践 

珊150朗　静岡県立 

蘭謡麗麗躍繋懸露囲
「フィラデルフィア美術館浮世絵名品展春信一番！写楽二番目

8月23日（日）～9月27日（日）　Te上054功3一騎（代表）

交通案内
●JRr草薙軌から静銀パス「県立美術館行き」で細分

（料金100円・20－30分間隔）

●JR「静岡駅」南口からタクシーで約20分、または北口から静銀バスで約30分

●JRr東静岡射南口からタクシーで約i5分、または静銀パスで約20分

●静鉄「県立美術館前轍」から徒歩細5分、または静鉄′くスで約3分

●東名高速道路・静剛C、清水IC、または

新東名高速道路・新静剛Cから尊で約25分

託児サービス〈怨料〉
日曜日、祝日にご利用いただけます。

瞞i午細0断0分一午後3時30分対象年齢碕ヶ月～小学校就学前
※ご利用力集中した場合にはお受けできない場合があります。

国選醒彊闇※一部作品の入管があ。ます。
本展は山梨県立博物館へ巡回します。

iO月24日（土）～日月30日（月）

風　景　と　ロ　ダ　ン　の

静岡県立美術館
S出uoka prefec－irai Museuin Of Arl

〒422‾8002　静岡市駿河区谷田53－2

吋054－263－5755　Fax．054－263－5742

ウェブサイト　httpJ／WWWSPmOaSh－zuoka・ShizUOka．JP

携帯電話サイト　http〟www・SPmOa・ShlZUOka・Shizuoka励／

画筆襲二認諾二嵩
テレフォン・サービス〇十割，05年262－3737
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安
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な
る
と
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と
し
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ぶ
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